
日本沿岸域学会 研究グループ 研究計画提案書 

平成２０年 ３月３１日 

①  研究テーマ グローバル競争時代の沿岸域空間の活用に関する研究 

② 
 

目
的 

経済のグローバル化が進み、生産活動は国境を越え、国際的な水平・垂直分業体制で行うことが当たり前の時代となってい

る。これらの国際分業体制を支えているのは、ＩＣＴと国際物流であることは論を待たない。一方、グローバル経済競争の中

で、ロシア・中国などの資源大国の政策的資源の囲い込みが始まっています。このような中、昨年の我が国海洋基本法の成

立に伴い、海洋資源の開発・利用もますます注目されています。本研究は、このような現状に鑑み、特に、関西沿岸域に焦

点を当てながら、沿岸域におけるレアメタル資源再利用のための空間利用のあり方や国際リサイクル物流インフラの在り方に

ついて新たな知見を深めようとするものである。 

③ 
 

活
動
内
容 

沿岸域における施策展開主体及び利用者は多岐にわたるが、我が国の現状では必ずしも適切な連携・情報共有が図られ

ておらず、国際競争力向上・活性化におけるネックとなっている。構成員は主に関西圏における国際物流に関係する研究

者・事業者・行政担当者から構成する。 

２年間を目処に研究討論会を月１回程度開催し、資源物流の需要サイド、供給サイド、インフラサイドのそれぞれに関し見識

を有する研究者、実務者等を講師に招き講演と意見交換を行い、グループ構成員(関西圏の国際物流関係者)間における

知見の共有、蓄積を図り、大阪湾沿岸域における国際資源再利用施策のあり方とインフラの在り方への提言につなげる。 
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研究期間 

 

平成２０年 ４月～平成２２年 ３月 開催頻度 月１回 ⑤  日程表 

開催場所 

 

神戸地方合同庁舎(近畿地方整備局)会議

室 

⑥  研究運営費  

他に研究者(大学、民間研究所、コンサルタント会社等)、港湾物流関係事業者(港運事業

者、倉庫会社、埠頭公社)、民間企業(建設会社、電力会社)、行政(国・自治体)関係者(国

土交通省港湾関係者、兵庫県、和歌山県、大阪市)が参画予定、計 40 名程度 

 


